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1.研 究 の 課 題 と 方 法
1.は じ め に
佛教大学社会学研究所 プロジェクト研究 「西
陣の社会学的研究」が準備を終 えて,実態調査
に入ったのは,昭 和57年度からであった。同年
9月,西陣学区の全世帯約1,000世帯を対象に
「地域住民のくらしと意識の調査」が行われた
が,そ れは世帯主を対象 としたもので,家 族構
成,職業構成などの基礎的なデータの収集と地
域評価や地域課題など主 として地域の概括的な
把握を 目指 した ものであった。(その結果につ
いては,既 に 『社会学研究所 紀要』 第4号 で
報告 されている。)この度の調査は,それに続
いて 「西陣 の生活文化 に関するアンケー ト調
査」として,西陣学区の個人を対象に実施され
た。
私たちの研究の基本テーマは 「産地の空洞化
による地域社会の変容」である。繊維不況,と
りわけ和装織物業の危機的な状況のなかで,高
級化を図 りながら,その一方で地区外への依存
率を高め,絹織物産地 としての生産権能を低下
させている西陣が,いかなる社会的変化をもと
められているか。
西陣は,絹織物の生産工程に直接かかわる業
種 とそれを支 える様々な関連業種を中心 とし
て,緊密な社会的分業を形成してきてお り,い
わば西陣とされる地域があたかも一つの工場で
あるかのように言われてきた。もしもそうであ
るなら,あたか も一つの工場のような地域 とし
て発達して きたそこでの地域生活の営みは,厳
しい不況の もとで変化にさらされざるを得なく
なるであろ う。私たちの研究の主な狙いは,こ
うした問題の解明にある。
2.研 究の課題 と方法
西陣 と通常呼ばれる場合,そ こには二つの意
味が込められているように考 えられる。すなわ
ち,地域的 ・空間的な意味での西陣 と経済的 ・
産業的な意味での西陣である。西陣が西陣織を
営んできた地域であったことは理 るまでもない
が,し かしそれがすべてというわけでもなかっ
たはずである。いわんや今日,「産地の空洞化」
が叫ばれているもとで,西 陣=西 陣織 というわ
けにはいかない。この二つの西陣を組み合わせ
ると図1-1のように考 えられ る。①空間的に
も産業的にも西陣,②空間的には西陣だが産業
的には非西陣,③空間的 にも産業的 にも非西
陣,④空間的には非西陣だが産業的には西陣,
というように四つの西陣が考えられる。 もちろ
ん,こ の上にさらに歴史的 ・時間的西陣といっ
た軸が重ねられるであろう。 しかし,こ こでは
二つの軸で現在の西陣をみると,西陣は①→④
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図1-1西 陣の変化
産業的 産業的
西陣 非西陣
(=出機化),① →②(=転 ・廃業)へ と変化 を来
してい る,と 考 え られ るだろ う。最 も根底 的な
ところでの こうした経済的変化は,地 域生活,
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さらには家族生活の変化を通 して個人の行動 と
意識に影響を及 ぼしていると思われる。 この度
の調査では,地域の集団,仕事,消 費,宗 教な
どに関する個人の行動と意識 といった文化的な
項目について実施された。調査結果を分析する
にあたって,時 間的な変化をみるために比較で
きるデータがないので,仮説的ではあるが西陣
の中で 〈西陣的一非西陣的〉の意識に差がある
のかどうかを通 してその点をみようと,多少な
りとも試みたつもりである。
3.調 査 の 方 法
調査方法は,訪 問によって調査票の酪布 ・回
収を行う留置 アンケー ト調査法によった。サン
プリング作業 は,昭和59年8月21日22日の2日
間,京 都市上京区役所選挙人名簿に基づいて行
った。現地調査は昭和59年9月1日(金)～10日
(日)に実施 された。調査票の配布および回収作
業は,佛教大学社会学部学生諸君の協力を得て
行われた。
選挙人名簿による西陣学区の有権者数は,昭
和59年9月現在1,002で,その全数を対象サン
プルとした。回収された有効サンプル数は769
であ り,76%の回収率 となった(表1-1)。
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